
　

ラ
オ
ス
は
現
在
、「
二
〇
二
〇
年
の

最
貧
国
脱
却
」
と
い
う
国
家
目
標
を
達

成
す
る
た
め
経
済
発
展
に
邁
進
し
て
い

る
。
こ
れ
は
一
九
九
六
年
の
第
六
回
党

大
会
で
掲
げ
ら
れ
た
国
家
目
標
で
あ

り
、
党
が
自
ら
国
民
と
交
わ
し
た
公
約

で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ラ
オ

ス
は
順
調
な
経
済
成
長
を
遂
げ
、
特
に

二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の

平
均
経
済
成
長
率
は
七
・
九
％
と
高
い

成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
二
〇
一
一
年
一

月
に
は
株
式
市
場
が
開
設
さ
れ
る
等
市

場
経
済
化
も
進
展
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
高
成
長
と
市
場
経
済
化
の
進
展
か

ら
、
ラ
オ
ス
は
次
の
投
資
先
と
し
て
外

国
企
業
の
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
ラ
オ
ス
人
民
革

命
党
第
九
回
全
国
代
表
者
大
会（
以
下
、

第
九
回
党
大
会
）
が
、
二
〇
一
一
年
三

月
一
七
日
か
ら
二
一
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
。
党
大
会
と
は
五
年
に
一
度
開

催
さ
れ
、
党
新
指
導
部
人
事
や
今
後
五

年
間
の
国
家
建
設
方
針
が
発
表
さ
れ
る

最
も
重
要
な
政
治
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

で
は
、
党
は
今
大
会
で
ど
の
よ
う
な
方

針
を
示
し
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
残
り

の
道
の
り
を
整
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
第
九
回
党
大
会
で
示
さ
れ
た

今
後
の
国
家
建
設
方
針
を
検
討
す
る
。

●
近
年
の
経
済
成
長

　

ラ
オ
ス
は
一
九
九
一
年
の
憲
法
制
定

に
よ
り
戦
後
を
脱
却
し
、
国
家
建
設
の

新
た
な
時
代
に
突
入
し
た
。
戦
後
を
脱

却
し
国
家
の
土
台
を
作
る
段
階
か
ら
、

貧
困
削
減
を
新
た
な
目
標
に
据
え
本
格

的
に
経
済
発
展
を
目
指
し
始
め
た
の
で

あ
る
。
特
に
、
一
九
九
六
年
の
第
六
回

党
大
会
で
は
、「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

最
貧
国
を
脱
却
す
る
」
と
い
う
具
体
的

な
国
家
目
標
を
掲
げ
た
。

　

一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で

の
平
均
経
済
成
長
率
は
六
・
二
％
と
な

り
、
ラ
オ
ス
は
順
調
に
経
済
成
長
を
遂

げ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
九
六
〜
二

〇
〇
〇
年
の
目
標
は
平
均
八
〜
八
・

五
％
成
長
（
参
考
文
献
①
）、
ま
た
、

二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
五
年
は
最
低
七
％

成
長
が
目
標
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献

②
）。
つ
ま
り
、
安
定
し
た
経
済
成
長

を
遂
げ
た
も
の
の
実
は
目
標
に
届
い
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
党
は

二
〇
〇
六
年
三
月
の
第
八
回
党
大
会
に

お
い
て
経
済
開
発
に
対
す
る
強
い
意
志

を
示
し
た
。
党
は
、「
開
発
は
最
優
先

事
項
」
で
あ
り
、
な
か
で
も
「
経
済
開

発
を
中
心
と
し
た
国
家
開
発
」
を
行
う

と
し
た
う
え
で
、「
党
の
長
期
目
標
に

到
達
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
工
業

化
と
近
代
化
を
開
発
の
優
先
と
み
な
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
方
針
を

掲
げ
た
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
）。

　

工
業
化
と
近
代
化
を
牽
引
し
た
の
は

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
で
あ
っ
た
。

特
に
鉱
物
資
源
開
発
は
、
二
〇
〇
六
年

以
降
に
投
資
件
数
も
輸
出
額
も
大
幅
に

増
加
し
た
。鉱
業
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン（
国

土
の
使
用
権
や
事
業
に
か
か
る
建
設
、

操
業
、
採
掘
権
等
の
供
与
）
は
、
二
〇

〇
三
年
の
五
八
件
か
ら
二
〇
〇
七
年
に

は
一
〇
〇
件
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
に

は
一
五
〇
件
と
な
っ
た
（
参
考
文
献

④
）。
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
輸
出
全

体
の
二
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
鉱
業
の

輸
出
は
、
二
〇
〇
六
／
〇
七
年
度
に
は

六
一
％
を
占
め
る
ま
で
に
成
長
し
た

（
参
考
文
献
⑤
）。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
鉱

業
の
割
合
も
、二
〇
〇
二
年
の
〇
・
二
％

か
ら
二
〇
〇
五
年
に
は
五
・
七
％
と
な

り
、
二
〇
〇
六
年
に
は
約
一
二
％
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
稼
働
し
た

ナ
ム
ト
ゥ
ン
2
水
力
発
電
所
は
、
今
後

二
〇
年
間
で
約
二
〇
億
ド
ル
の
収
入
を

ラ
オ
ス
に
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
の
電
源
開
発
も
進
め

ら
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
は
調
査
を
含
め

水
力
発
電
所
建
設
関
連
事
業
だ
け
で
約

二
〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
投
資
認
可
が
下

り
て
お
り
、
現
在
で
も
外
国
直
接
投
資

の
中
心
は
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
開

発
に
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一

〇
年
ま
で
の
平
均
経
済
成
長
率
は
七
・

九
％
と
一
九
九
〇
年
代
以
降
で
最
も
高

く
な
っ
た
（
参
考
文
献
⑦
）。
経
済
開

発
を
最
優
先
と
す
る
党
の
路
線
は
着
実

に
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

●
経
済
成
長
の
負
の
側
面

　

高
成
長
の
一
方
で
、
都
市
と
農
村
の

格
差
の
拡
大
、
党
や
国
家
幹
部
の
汚
職

や
不
正
、
土
地
問
題
、
経
済
成
長
が
国

民
の
収
入
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

特 集

第
九
回
党
大
会
後
の
ラ
オ
ス

―「
四
つ
の
突
破
」
と
い
う
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン

山
田
紀
彦

ラオスにおける

国 民 国 家 建 設
理 想 と 現 実
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等
、
経
済
成
長
の
負
の
側
面
が
次
第
に

顕
在
化
し
、
二
〇
〇
八
年
頃
か
ら
一
部

が
政
治
問
題
化
し
て
き
た
。

　

二
〇
〇
八
年
七
月
に
行
わ
れ
た
第
六

期
第
五
回
国
会
で
は
、
政
府
の
開
発
政

策
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。
国
会
は
、
経
済
は
順
調
に
推
移
し

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
八
〇
〇
ド
ル
を

超
え
た
が
、
鉱
物
資
源
開
発
を
中
心
と

し
た
経
済
開
発
は
国
民
の
収
入
向
上
に

直
接
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
高

所
得
者
と
低
所
得
者
の
格
差
が
拡
大
し

て
い
る
と
し
、
政
府
に
対
し
て
開
発
戦

略
の
見
直
し
を
求
め
た
。
さ
ら
に
国
会

は
二
〇
〇
八
／
〇
九
年
度
予
算
に
つ
い

て
、
文
化
・
社
会
開
発
や
貧
困
削
減
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
増
額
を
求
め
、
政
府

は
予
算
計
画
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑧
）。

　

こ
の
よ
う
な
国
会
の
姿
勢
は
国
民
の

声
を
代
表
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
に

行
わ
れ
た
二
回
の
国
会
会
期
中
、
国
民

か
ら
は
四
〇
〇
件
以
上
の
意
見
が
国
会

に
寄
せ
ら
れ
た
。
ラ
オ
ス
で
は
二
〇
〇

五
年
か
ら
国
会
に
専
用
電
話
回
線
や
私

書
箱
、
ま
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
設
置

さ
れ
、
会
期
中
に
国
民
が
直
接
意
見
を

伝
え
ら
れ
る
制
度
が
確
立
し
て
い
る
。

国
民
は
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
意

見
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
四
〇
〇
件
の

意
見
の
う
ち
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
社
会

的
公
正
や
外
資
に
よ
る
土
地
問
題
等
、

経
済
開
発
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た

（
参
考
文
献
⑧
）。
同
様
の
状
況
は
二
〇

一
〇
年
の
国
会
で
も
み
ら
れ
た
。

　

一
方
、
社
会
開
発
の
遅
れ
は
、
二
〇

〇
九
年
四
月
に
ラ
オ
ス
政
府
と
国
連
が

発
表
し
た
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
進
捗
状
況
報
告
書
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
。
国
連
は
、
経
済
的
貧
困
の
削

減
や
乳
児
死
亡
率
の
低
下
、
ま
た
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
ま
ん
延
防
止
等
は
目

標
達
成
可
能
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
の
多
く
の
分
野
で
目
標
の
達
成
が
難

し
い
と
の
評
価
を
下
し
て
い
る
（
参
考

文
献
⑨
）。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の

達
成
は「
二
〇
二
〇
年
の
最
貧
国
脱
却
」

の
前
提
で
あ
る
。
国
連
の
評
価
は
、
高

度
な
経
済
成
長
が
経
済
的
貧
困
解
決
の

道
筋
を
整
え
た
一
方
で
、
社
会
開
発
が

な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
確

に
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
党
は
経

済
開
発
路
線
の
修
正
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
順

調
に
思
わ
れ
て
い
た
ラ
オ
ス
の
開
発

は
、
実
は
多
く
の
問
題
を
孕
ん
で
い
た

と
い
え
る
。

● 

第
九
回
党
大
会
で
示
さ
れ
た
党

の
認
識

　

現
状
が
思
わ
し
く
な
い
こ
と
は
、
党

大
会
で
示
さ
れ
た
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
か

ら
も
読
み
と
れ
る
。
今
大
会
で
は
以
下

の
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
「
全
ラ
オ
ス
人
民
の
一
枚
岩
的
団

結
と
党
内
統
一
を
強
化
し
、
党
の
指

導
的
役
割
と
能
力
を
高
め
る
。
刷
新

路
線
を
執
行
す
る
上
で
の
突
破
口
と

な
る
段
階
を
形
成
す
る
。
二
〇
二
〇

年
に
国
家
が
貧
困
か
ら
脱
却
す
る
た

め
の
強
固
な
基
礎
を
建
設
す
る
。
引

き
続
き
社
会
主
義
の
目
的
に
向
か
っ

て
前
進
す
る
」（
参
考
文
献
⑦
）。

　

以
上
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
は
党
の
二

つ
の
認
識
が
読
み
と
れ
る
。ひ
と
つ
は
、

党
が
引
き
続
き
社
会
主
義
国
家
建
設
を

理
想
に
据
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
ラ
オ
ス
は
理
想
で

あ
る
社
会
主
義
に
至
る
過
程
の
途
上
で

「
二
〇
二
〇
年
の
最
貧
国
脱
却
」
に
向

か
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
現
状
の
ま
ま
で
は
「
二

〇
二
〇
年
の
最
貧
国
脱
却
」
が
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
刷
新

路
線
を
執
行
す
る
上
で
の
突
破
口
と
な

4

4

4

4

4

る
段
階
を
形
成
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。
二
〇
二
〇
年
に

国
家
を
最
貧
国
か
ら
脱
却
さ
せ
る
た
め

に
強
固
な
基
礎
を
建
設
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
と
い
う

部
分
に
表
れ
て
い
る
。
目
標
達
成
に
は

現
状
を
打
破
し
、
よ
り
強
固
な
基
盤
の

構
築
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
現
状
は
思
わ
し
く
な
く
、
党
は
あ

る
種
の
危
機
感
を
持
っ
て
党
大
会
に
臨

ん
だ
と
い
え
る
。

　

党
の
悲
観
的
認
識
は
過
去
五
年
間
の

成
果
と
問
題
点
か
ら
も
看
取
で
き
る
。

大
会
で
は
、
経
済
成
長
率
は
平
均
七
・

九
％
と
高
成
長
を
遂
げ
、
貧
困
世
帯
率

も
七
年
間
で
約
七
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た

と
の
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。
政
治
に
つ

い
て
も
、
中
央
か
ら
末
端
に
至
る
ま
で

政
治
シ
ス
テ
ム
が
強
化
さ
れ
、
国
会
の

改
善
は
国
民
の
信
頼
を
醸
成
し
た
と
の

認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
問
題
点
と
し
て
、
経
済
成

長
が
国
民
の
収
入
向
上
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
こ
と
、
計
画
や
財
務
規
律
違
反

が
あ
り
職
権
乱
用
や
汚
職
に
つ
い
て
制

度
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
、
天
然
資
源

開
発
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
階
層
間

や
都
市
と
農
村
間
の
格
差
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
、
経
済
開
発
と
社
会
開
発
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い
こ
と
等
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
精
神
面
の

発
達
が
物
質
面
の
発
達
や
社
会
変
化
に

追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
国
民
が
急
速
な

社
会
変
化
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
の

認
識
も
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
党
内
の

規
律
や
道
徳
心
が
低
下
し
て
お
り
、
党

内
に
多
く
の
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
も

認
め
た
。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
〇
二

〇
年
に
目
標
を
達
成
す
る
に
は
解
決
す

べ
き
問
題
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。
か
と

い
っ
て
経
済
成
長
を
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
で
は
、
経
済
開
発
と
社
会
開

発
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

五
カ
年
方
針
が
示
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。

● 「
四
つ
の
突
破
」
と
五
カ
年

（
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
五
年
）
方
針

　

チ
ュ
ム
マ
リ
ー
書
記
長
が
行
っ
た

「
政
治
報
告
」
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
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に
経
済
発
展
を
最
優
先
と
し
つ
つ
も
、

社
会
開
発
に
最
大
限
配
慮
し
た
内
容
と

な
っ
た
。

　

ま
ず
、
党
大
会
で
は
表
1
の
よ
う
な

四
大
目
標
が
示
さ
れ
た
。
特
徴
は
、
年

間
経
済
成
長
率
を
八
％
以
上
と
し
、
貧

困
世
帯
率
を
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
削
減

す
る
等
意
欲
的
な
目
標
を
設
定
す
る
一

方
で
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の

達
成
が
明
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
社
会
・

文
化
開
発
と
経
済
開
発
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
て
い
る
点
で
あ
る
。こ
れ
は
、

明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
の
開
発
路
線
か
ら

の
転
換
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
持
続
的

開
発
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
調
し
て
い

る
点
も
特
徴
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
党
は
四
大
目
標
を
実
現
す
る

た
め
、以
下
の
よ
う
な
「
四
つ
の
突
破
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
示
し
た
。

　

①
思
考
面
の
突
破

　

②
人
材
開
発
面
の
突
破

　

③
行
政
・
管
理
面
の
突
破

　

④ 

人
民
の
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
に
お
け
る
突
破

　

具
体
的
に
は
、
教
条
的
で
怠
惰
、
か

つ
い
い
加
減
で
極
端
な
思
想
を
解
決

し
、
党
決
議
を
実
現
す
る
こ
と
に
お
い

て
創
造
性
や
勇
気
を
持
っ
て
考
え
、
行

動
し
、
責
任
を
負
う
と
い
う
見
解
を
促

進
す
る
こ
と
（
思
考
面
の
突
破
）、
開

発
の
需
要
に
見
合
う
能
力
の
あ
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
（
人
材
開
発
面
の
突

破
）、
生
産
や
サ
ー
ビ

ス
に
支
障
を
き
た
す
抑

圧
的
な
行
政
管
理
体
制

や
規
則
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
（
行
政
・
管

理
面
の
突
破
）、
そ
し

て
、
多
様
な
資
本
を
発

掘
し
、
人
材
と
共
に
集

中
的
に
投
入
す
る
こ
と

で
貧
困
問
題
を
解
決

し
、
ま
た
、
開
発
の
促

進
剤
と
な
る
よ
う
な
経

済
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
を

建
設
す
る
こ
と
（
貧
困

分
野
の
突
破
）
と
い
う

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑦
）。

　

そ
し
て
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ

き
、
経
済
・
社
会
開
発
に
お
け
る
重
点

業
務
の
詳
細
が
表
2
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
た
。
表
か
ら
は
、
今
後
も
経
済
開
発

を
行
っ
て
い
く
が
、
環
境
や
社
会
に
配

慮
し
社
会
開
発
を
一
層
進
め
て
い
こ
う

と
す
る
党
の
意
欲
が
み
て
取
れ
る
。

●
新
た
な
政
治
思
想
・
理
論
の
構
築

　

ま
た
党
は
、
第
九
回
党
大
会
に
お
い

て
、
新
た
な
政
治
思
想
・
理
論
の
構
築

に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
、「
思
考
面
の

突
破
」
と
大
き
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

党
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
主
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
修
正
す
る
こ
と
で
、
思
想
・

理
論
問
題
に
対
応
し
て
き
た
。例
え
ば
、

党
は
二
〇
〇
六
年
の
第
八
回
党
大
会
に

お
い
て
、
社
会
主
義
に
は
、
①
経
済
力

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
、
②
国
家
を
強
健

に
し
、
政
治
分
野
の
安
定
を
堅
固
に
す

る
こ
と
、
③
生
活
を
向
上
さ
せ
人
民
に

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
の
三
つ
の
基
準

が
あ
る
と
し
、
こ
の
基
準
に
沿
っ
て
党

が
社
会
主
義
の
方
針
に
正
し
い
か
、
も

し
く
は
正
し
く
な
い
か
を
判
断
す
る
と

の
方
針
を
示
し
た
（
参
考
文
献
③
）。

そ
の
う
え
で
党
は
、
社
会
主
義
建
設
と

工
業
化
と
近
代
化
を
同
義
と
位
置
づ
け

た
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
）。
こ
の

よ
う
に
党
は
、
社
会
主
義
の
内
容
を
修

正
す
る
こ
と
で
、
市
場
経
済
と
社
会
主

義
の
矛
盾
に
対
応
し
て
き
た
。

　

し
か
し
第
九
回
党
大
会
で
党
は
、「
マ

ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
」
と
「
社
会

主
義
」
の
堅
持
を
謳
い
つ
つ
も
、「（
中

略
）刷
新
路
線
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、

教
条
主
義
、
原
初
主
義
、
主
観
主
義
、

急
進
主
義
、
そ
し
て
現
状
や
刷
新
の
原

則
を
把
握
し
な
い
思
想
に
反
対
す
る
」

と
の
方
針
を
示
し
、「
刷
新
」
を
思
想

の
新
た
な
基
軸
に
据
え
る
方
針
を
示
し

た
の
で
あ
る
。「
刷
新
路
線
」
と
は
、

こ
れ
ま
で
党
が
行
っ
て
き
た
政
治
、
経

済
、
社
会
に
お
け
る
全
面
的
改
革
を
指

す
。
そ
し
て
、
今
後
研
究
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
論
・
実
践
問
題
と
し
て
、

「
市
場
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
に
お

け
る
党
の
領
導
性
の
維
持
」、「
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
国
際
統
合
の
な
か

で
の
持
続
的
な
国
家
開
発
」、「
一
致
団

結
し
、
民
主
的
で
、
公
正
か
つ
文
明
的

な
社
会
の
建
設
」、「
党
内
や
社
会
に
お

け
る
民
主
の
拡
大
」
等
が
あ
げ
ら
れ
た

（
参
考
文
献
⑦
）。
つ
ま
り
党
は
、
以
上

四
つ
の
課
題
を
中
心
に
理
論
・
実
践
問

題
を
研
究
し
、「
刷
新
」
の
原
則
に
沿
っ

た
新
た
な
思
想
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
」
や
「
社
会
主
義
」
を
修
正
し
創

造
的
に
適
用
す
る
だ
け
で
は
、
も
は
や

党
支
配
に
正
当
性
を
付
与
で
き
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
党

は
、
市
場
経
済
が
進
展
し
地
域
や
国
際

経
済
と
の
統
合
が
進
む
な
か
で
、
一
党

支
配
体
制
を
維
持
す
る
と
い
う
難
し
い

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
格
差

や
汚
職
の
拡
大
等
で
低
下
し
た
国
民
の

表1　2015年までの4大目標
1．政治
・政治的安定を確固たるものにする。
・国民の一枚岩的団結と民族間の融和・団結を堅固にする。
・社会は平静で秩序を基本的に維持する。

2．経済
・年間GDP成長率は8％以上、1人あたりGDPは1700ドルに到達する。
・経済開発や環境保全と社会・文化面の開発とのバランスをとり、持続的な
開発に転換する。

・工業化と近代化に転換する戦略を実施する。

3．貧困削減
・2015年には貧困世帯率は全世帯の10％を超えない。
・初等義務教育体制を完全に実現し、多くの市民が前期中等教育を修了する。
・平均寿命は68.3歳となる。
・国連ミレニアム開発目標（MDGs）を達成する。
・国民の文化が素晴らしい価値を保ち、より豊かになるよう振興する。

4．外交
・国際的に多くの友人を持ち、地域や国際統合プロセスに主体的に参加する。
・地域や世界における平和、友好、開発協力事業に積極的に貢献する。

（出所）参考文献⑦を基に筆者作成。

28アジ研ワールド・トレンド No.200 （2012. 5）



信
頼
も
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
党
は
、「
党
の
領
導
性
の

維
持
」「
持
続
的
な
開
発
」「
公
正
」「
民

主
」
を
「
刷
新
」
の
柱
に
据
え
、「
刷
新
」

そ
の
も
の
を
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
」
や
「
社
会
主
義
」
に
並
ぶ
新
た

な
思
想
に
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
新
た
な
政

治
思
想
・
理
論
の
構
築
に
着
手
し
た
こ

と
は
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
と

い
え
る
。

●
お
わ
り
に

　

党
は
、
第
九
回
党
大
会
に
お
い
て
、

社
会
開
発
を
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
こ

と
を
認
め
、
経
済
と
社
会
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
開
発
に
転
換
す
る
と
の
方
針

を
示
し
た
。
そ
し
て
、
国
家
建
設
を
次

の
段
階
に
進
め
る
た
め
に
「
四
つ
の
突

破
」
と
い
う
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
た
の
で
あ
る
。
今
後
ラ
オ
ス
は
、
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
貧
困
削
減
を

進
め
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
党
大
会

直
後
か
ら
、
各
省
庁
は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
依
拠
し
つ
つ
具
体
的
な
政
策
の
作

成
を
始
め
て
い
る
。

　
「
二
〇
二
〇
年
の
最
貧
国
脱
却
」
が
、

国
家
建
設
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
路
線
を
修
正
し
、
国
家
建
設
の
新

た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
こ
と
は
、

国
家
建
設
が
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新

た
な
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
、
第
九
回
党
大
会

は
今
後
の
ラ
オ
ス
を
捉
え
る
う
え
で
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
や
ま
だ　

の
り
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
参
考
文
献
》

①Eekasaan koongpasum
 nyai khang thii 

VI khoong phak pasaason pativat lao 
[1996].

②Eekasaan koongpasum
 nyai khang thii 

VII khoong phak pasaason pativat lao 
[2001].

③Eekasaan koongpasum
 nyai khang thii 

VIII phak pasaason pativat lao [2006].

④
杉
本
真
一
郎
﹇
二
〇
一
〇
﹈「
ラ
オ
ス

に
お
け
る
鉱
業
発
展
」（
山
田
紀
彦
編

『
ラ
オ
ス　

チ
ン
タ
ナ
カ
ー
ン
・
マ
イ

（
新
思
考
）
政
策
の
新
展
開
―
共
同
研

究
会
中
間
報
告
―
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

一
六
九
―
一
九
四
ペ
ー
ジ
）。

⑤
山
田
紀
彦
・
ケ
オ
ラ
、
ス
ッ
ク
ニ
ラ
ン

﹇
二
〇
〇
八
﹈「
二
〇
〇
七
年
の
ラ
オ
ス

　

政
治
の
安
定
と
進
む
経
済
発
展
」

（『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
二
〇
〇
八
』
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所　

二
五
一
―
二
六
六

ペ
ー
ジ
）。

⑥
山
田
紀
彦
﹇
二
〇
一
一
﹈「『
チ
ン
タ
ナ

カ
ー
ン
・
マ
イ
』
を
再
考
す
る
―
ラ
オ

ス
を
捉
え
る
新
た
な
視
座
―
」（
山
田

紀
彦
編
『
ラ
オ
ス
に
お
け
る
国
民
国
家

建
設
―
理
想
と
現
実
―
』
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

三
―
四
七
ペ
ー
ジ
）。

⑦Eekasaan koongpasum
 nyai khang thii 

IX phak pasaason pativat lao [2011].

⑧
山
田
紀
彦
﹇
二
〇
〇
九
﹈「
二
〇
〇
八

年
の
ラ
オ
ス　

転
換
期
を
迎
え
た
経
済

開
発
」（『
ア
ジ
ア
動
向
年
報　

二
〇
〇

九
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

二
三
三
―

二
五
〇
ペ
ー
ジ
）。

⑨The Governm
ent of Lao PDR and UN 

[2009] M
illennium

 Developm
ent Goals: 

Progress Report Lao PDR 2008.

表2　今後5カ年の重点業務
経済

1．経済開発
・自然経済を商品経済に転換し、社会主義の方針に沿った市場経済を建設する。
・各経済部門が法の下で平等に活動できるよう法規や規則等の適切な調整を行う。
・国有企業を育成する。合弁や株式会社化によって、また十分な条件を備える企業
は株式市場に上場することで近代化する。ビジネス環境を一層改善する。

2．貧困解決
・商品生産を促進し、農村開発を行うことで人民の貧困を基本的に解決する。
・全ての部門が高い責任感をもって貧困解決にあたり、農村開発を長期の総合重点
任務とする。
・基礎インフラの拡大と、農業商品生産に関する知識を提供する。
・貧困解決、2015年のミレニアム開発目標達成のため、各経済部門（外資含）が貧
困農村地域に投資するよう特別政策を研究し、施行する。
・開発重点地区において経済・文化の中心となる開発村建設を推進する。

3．農林部門
・協同農業を発展させ、食糧の安定、森林保全、再生、被覆率の向上、緑地の増加
を図る。世界と協力して温暖化と気候変動に対応する。
・クリーンで、近代的で、生産性の高い農業に転換する。
・灌漑システムの改善と持続的な水資源利用管理を行う。農業促進または農業開発
センター、および、農業グループを設置する。
・農村における農家への土地分配と、長期の土地使用権付与に関する政策を継続的
に執行する。
・持続的な森林管理と木材加工ビジネスを行う。人民に建築場所と定住生活地を分
配する。

4．近代化、工業化、資源
・近代化と工業化への転換を実施し、資源をより効果的に配分し活用する。
・条件が整い、能力や優位性を持つ部門や地域から実行する。
・農林産品加工、各種エネルギー開発（森林・水資源保護をともなう水力発電、火力、
バイオエネルギー、太陽光エネルギー）を重視する。
・国家開発に必要な初期資本獲得のために鉱工業開発を継続する。
・中心が周辺地域の開発を誘発し徐々に格差を是正するような都市計画を研究する。
・電信、通信、貿易、金融、銀行部門の工業化と近代化、自然・文化・歴史観光の
促進、地域の輸送ハブとなる。

5．国家管理
・経済に対する国家管理能力と効率を上げ、規則や経済管理メカニズムを改善する。
・中央の省・機関はマクロ管理を行う。
・市場経済の長所を伸ばすため国家が調整、管理し、否定的現象を抑制する。
・格差が拡大しないよう開発を分散させ、合理的な所得分配を行う。

社会・文化

1．教育・人材開発
・調和と持続的開発を堅持するため、今後は教育制度開発と人材育成を社会・文化
開発の中心重点業務とする。
・職業労働者、技術者、専門家、エンジニア、管理・事務員、起業家やマネージャー等
各種人材の質を高め、党・国家や社会全体の需要に応えられる十分な数を育成する。
・農村地域の人々の非識字を解消し、また栽培や畜産に関する基礎知識の研修を行う。
・貧困解決とミレニアム開発目標達成のために教育を拡大する。

2．保健・衛生
・ラオス人が強い身体を持ち、健康であるよう育成する。
・病気の予防や健康促進とともに、質の良い全面的な公衆衛生サービスの提供とい
う方針に沿って、保健政策を実行する。貧困者や機会に恵まれない者を対象に無
料診療を行う。
・山岳遠隔地域や農村に届くよう、公衆衛生サービスネットワークを拡大する。

3．社会問題
・失業、汚職、麻薬、所得格差、男女不平等、家庭内暴力、人身売買、その他の
否定的問題等、社会問題の解決に努力する。
・社会問題のより良い解決は開発が良い成果を生むことにつながる。

4．労働・社会福祉
・国家解放闘争や革命、国防や新体制建設事業において功績を収め、貢献した人々
への報恩感謝政策、公務員やシニア革命家職員に対する給与や年金体制、またそ
の他の政策を改善する。

・貧困層や機会に恵まれない者に対する支援を拡充するため基金を設立する。

（出所） 参考文献⑦を基に筆者作成。
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